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　新年度が始まり、今年も「ベルマーク便りコンクール」
の作品を募集します。マーク収集を呼びかけるお知らせ
や新聞、広報紙のページなどのコンクールです。印刷物
または貼り出したものなど、形式は問いません。応募す
ると、入賞は逃しても参加賞がもらえます。奮ってお送
りください。締め切りは 9月 30日、消印有効です。

　「教育応援隊」の募集も始まりました。「オーサー・ビ
ジット」「ミズノ・スポーツ教室」「絵本を届ける運動」「防
災科学教室」の 4つのメニューがあります。
　本の作者が特別授業をする「オーサー」は、今年は教
育評論家の尾木直樹さん、絵本作家の宮西達也さん、落
語家の柳家さん喬さんが、あなたの学校を訪れます。「ミ
ズノ」はサッカーか走り方かを選べます。「絵本」はア
ジアの子どもに届けるため絵本に翻訳シールを貼る活
動。「防災」は、国立研究開発法人防災科学技術研究所
の研究者が、災害からの身の守り方などを話します。
　「ミズノ」と「オーサー」はベルマーク預金から 3万
円（消費税別）の支払いが必要。「絵本」は、シールを
貼った後の本の送料が自己負担です。「防災」は無料。
詳細や応募の具体的方法は財団ＨＰをご覧ください。

　2019年度のベルマーク運動説明会は、5月7日（火）の
広島・福岡に始まり、6月21日（金）の延岡まで、7週間に
わたって全国95会場で開催します。
　どの会場も午前 9時半開場、10時開会、正午終了の
予定。入場無料です。ＰＴＡの役員改選に伴い新たにベ
ルマーク運動を担当する方が主な対象ですが、興味を持
たれる方ならどなたでも参加できます。
　運動の歴史や仕組みを、映像などを使って紹介するほ
か、前年度に実際にベルマークの活動を体験した方たち
による発表もあります。会場によっては協賛会社のあい
さつや試供品提供があります。日時と会場は財団HPを
ご覧ください。
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　2018 年７月の西日本豪雨で大きな被
害に見舞われた広島市安芸区の市立矢野
小学校（児童数 635 人）を支援しようと、
隣接する海田町立海田小学校（同 369
人）の児童らが、ベルマークを集めて備
品を送る活動に取り組みました。豪雨で
は海田町も被災しました。ボランティア
に行くこともお金を寄付することもでき
ない小学生でも、困っているほかの子ら
のためにできることはないか、と考えた
結果がベルマークでした。
　矢野小は豪雨で校舎１階に泥が流れ込

んだほか、校庭が土砂の仮置き場に、体
育館が避難所になり、長期間不便を強い
られました。海田小児童会ベルマーク委
員会の世話をしている真田紀子先生が、
知人を介して矢野小の大変な状況を知
り、ベルマークによる支援を子どもたち
に提案しました。
　豪雨時は海田小も図書室の本が濡れた
り、体育館の地下倉庫に水が溜まったり
する被害を受けました。校区内もあちこ
ちが泥で埋まり、各地から駆けつけたボ
ランティアらが復旧に尽力しました。そ

の姿を間近で見ていた子どもたちは、「自
分らも役に立てるなら」と提案を快諾。
10月から動き出しました。
　「ぼくたちのベルマークを役立てて下
さい」。矢野小の児童会に手紙を出すと、
「心温まりました。そちらの校区でも被
害があったにもかかわらず、こちらのこ
とまで心配していただきとても感謝して
おります」という返事がきました。
　海田小ベルマーク委員会は５～６年生
の 12人。月１回全校児童が持ち寄った
マークを各クラスの箱から回収し、仕分

け・集計しています。PTA の学級代表
部も協力しており、毎年６～８万点を集
めて自校の備品を購入してきました。
　今年度は集めたすべてのマークを矢野
小の支援に充てることにしました。短期
間で点数を増やそうと、子どもたちは知
恵を絞りました。ポスターを作って各ク
ラスに貼り出し、校内放送でも PRしま
した。地域の人たちにもチラシを通じて
協力を呼びかけました。地元の電気屋さ
んがマークを持ってきてくれたり、先生
たちがマークを集めて回収箱に入れてく
れたり、善意の輪が広がりました。
　集まった点数は約 9万 7 千。矢野小
の希望で、将棋セット 32 個を購入し、
贈ることにしました。ベルマーク委員長
の堀柊斗君（６年）は「小学校生活最後
の年にいい経験ができた」、副委員長の
八代孝輔君（同）は「役に立てたことは
とてもうれしい」、河井実咲さん（同）
も「呼びかけに全校生が協力してくれた
ことに感激しました」と振り返ります。
　真田先生は「委員のみんなが、できる
ことに責任をもって懸命に取り組んでく
れた。この経験を将来に生かしてもらえ
れば」と期待しています。大橋綾子校長
も「他人を思う気持ちを育んでいってほ
しい」と言います。
　矢野小の廣本典子校長は「矢野小の子
どもたちにも、困っている人の立場で自
分に何ができるのかを考え、動ける人に
なってもらいたい」と話しています。

柳家さん喬

「ベル便りコン」「教育応援隊」募集中 ベルマーク説明会、
5月7日スタート詳しくは財団ホームページをご覧ください

全国95会場、6月21日まで

広島・海田町立海田小の児童会がマークで支援
豪雨禍の隣の学校をみんなで助けよう

海田小のベルマーク委員会メンバーと真田紀子先生（後列左端）

海田小のみなさん、
どうもありがとう!!

宮西達也尾木直樹


